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＜あらまし＞ 広島大学では，全校構成員に対し情報セキュリティ・コンプライアンス教育

を実施している．本研究では，２年目以降の構成員が受講する e ラーニング教材を文章のみ

のものから，スライド形式のものに改善した．教材へのアクセスログ数等から効果を検証し，

改善に効果があることがわかった． 
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1. はじめに 

広島大学では，学生を対象とする情報セキ

ュリティ及びコンプライアンス（法令遵守）

教育の必要性から，平成 23 年度より，新入生

に対して本学の情報セキュリティポリシーに

基づく啓発教育を開始した（西村ら 2012）．

また，平成 24 年度には教職員を含む全構成

員を対象とした．その結果，平成 23 年度以降

の情報セキュリティインシデント発生件数は，

開始以前と比べて大幅に減少している． 

 広島大学の情報セキュリティ・コンプライ

アンス教育では，在籍 2 年目以降の全構成員

は，フォローアップ講習を受講必須としてい

る．この講習は，大学で使用するアカウント

の年度更新手続きと紐付いており，この手続

きをおこなわないと，アカウントがロックさ

れ，学内ネットワークやメールなどが使用で

きなくなる．講習から年度更新の手続きまで

は LMS でおこない，情報セキュリティポリ

シーを確認する自己点検テストの実施と，フ

ォローアップ講習の確認テストの合格が，年 

度更新の前提条件となっている（隅谷ら

2017）． 

 本研究では，フォローアップ講習で使用し

ている教材改善の結果の評価方法を明らかに

することを目的とする． 

2. フォローアップ講習 

１で記述したように，フォローアップ講習

は，広島大学在籍２年目以降の全構成員が対

象になっている．これは学生だけでなく教職

員も全てということである．講習の目的は「情

報セキュリティに関する知識の再確認」と「最

新の情報セキュリティに関する知識の補充」

である． 

講習はLMSでおこなう。2015年度までは，

図１のような文章のテキストであった。テキ

ストは，学生が約 4700 字，教職員が学生の

教材に加えて 800 字ほど追加の内容がある。

2016 年度から図 2，３のようなスライド形式

のものに変更し，36 ページあるが図が中心の

ため文章は少ない。図を多用し，一見して情 

図 1 2015 年度のテキスト 



 

報をわかりやすくすることにより，学習効

果を狙ったものである。広島大学で使用して

いる LMS は Blackboard で，SlideShare の

埋め込みができるため，その機能を使い，ユ

ーザはスライドを 1 ページずつクリックする

ことで見ることができる。 

 

3. アクセスログの検証 

教材を学習後，各自確認テストを LMS で

おこなうが，確認テストは 2015 年度が 10 問

の択一式，2016 年度が 30 問の正誤問題のた

め，成績の比較は難しい。また，１で書いた

ように，ユーザはアカウントロックされない

ために，必ず合格するまでテストを受験する

ため，成績の変化で講習の変化を見ることは

困難である。 

そこで本研究では，変化を明らかにするた

めにアクセスログを分析することとした。2

で記載のように，LMSは BlackBoardを使用し

ており，各ページのアクセスログがとれる。

このログでは，アクセスした時間，どこから

どこにページ遷移したかがとれるため， 

フォローアップ講習のコースに登録され，

実際に講習を実施した人数は，2015 年度が
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表 1 2015 年度のページ遷移 



 

15,787名，2016年度は 16,363名である。ペ

ージ遷移の数値を，表 1に 2015年度，表２に

2016 年度のものを示す。オレンジのセルが，

メニューを上から順にアクセスした場合のル

ートになるが，全体的な傾向としてはオレン

ジのラインが多数なため，講習をとばしてい

きなり確認テストをする人は少数であると言

える。 

上記のことを踏まえた上で，講習のページ

に滞在した時間を計測した。具体的には，ア

クセスログで，講習のページに来た時間とそ

の次のページに遷移した時間を見て，その間

は講習のページに滞在したと考えた。 

図 4は，教材を読んでいた時間を割合で箱

ひげ図を描いたものである。平均滞在時間は

2015 年度が 58.7 秒，2016 年度が 91.1 秒で

2016年度の方が長い。 

図 5は滞在時間の度数分布をヒストグラム

にしたものである。500 を超える滞在時間に

ついては省略した。青が 2015 年度で，赤が

2016年度，重なっている箇所が紫色になって

いる。全体的に 2015年度の滞在時間は短く，

おそらくほぼさっと見ただけであることがわ

かる。2016年度は滞在時間が長い方に分布が

寄っており，全体数としても多いのがわかる。 

4. まとめ 

アクセスログの解析から，教材を改訂した

ことにより，2015 年度ではほぼじっくり読ま

れずにいた教材が，2016 年度では読まれるよ

うになったことがわかった。 

今後の課題としては，1 回目で確認テスト

の合格率やそれらのユーザがどのくらい事前

に教材を見たか，2 回以上確認テストを受け

た人がどのくらい教材を見直しているかなど

の分析をおこなって，より分析の精度をあげ

たいと考える。 
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図 4 教材ページの滞在時間 

 

 

図５ 教材ページの滞在時間の度数分布 
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